
大切なもの、大切な情報を守るために

耐火金庫

耐火性能

火災による災害から大切なものを守る耐火性に優れた金庫です。ただし
防盗性能については、盗難を目的とした工具等による破壊には耐えられ
ません。

標準加熱試験
［試験方法］
金庫を炉内で規定時間加熱し、加熱後は炉を密閉状態のまま放冷する
　［合格基準］
●一般紙用の場合
加熱後も含め、内部温度が177℃以下、また中に入れた新聞が判読できる
こと
　急加熱・衝撃落下併用試験
［試験方法］
急加熱を行った後、9.1mの高さから落下させる
さらに金庫を規定時間加熱する
　［合格基準］
●金庫の破裂が起こらないこと
●施錠できていること
●中に入れた新聞が判読できること

耐火性能は、JIS（日本産業規格）の耐火性能試験規格に基づいて表示して
います。

耐火試験には加熱試験と金庫の床抜け落ちを想定した急加熱・衝撃落下
併用試験があります。

■耐火性能試験規格

金庫破りの多くは特定の工具を使った「扉のこじ開け」によるものです。
TS-15はこの破壊行為に対する防盗性能の評価基準を決めたものです。
　［使用工具］
TL試験で使用する工具のうち、電動工具および数種類の工具を除いた工
具で試験実施
　［試験方法］
B系列またはA、B系列の試験を行う
A系列：施錠機構への攻撃
B系列：扉およびカンヌキへの攻撃（扉のこじあけ）
　［合格基準］
開扉または扉の取り外しがないこと
（試験は耐火金庫JIS S 1037：2006耐破壊性能試験による）

■耐破壊性能試験規格【TS-15】

耐火金庫の耐用年数は製造後20年です。

耐火金庫はJIS規格耐火性能を備えています。製造後20年を超えてのご使用は
耐火性能が低下し、火災時に収容物の変質、または焼失のおそれがありますの
で、必ず新品と交換されるようおすすめします。
日セフ連（日本セーフ・ファニチュア協同組合連合会）では金庫の種類や特徴、
使い方、収容物に対する事項などが表示されたシールを扉裏に貼ることで、ご
使用になられる方に注意を促しています。

上記の「品質管理の実施状況」と「マークについて」で示されている※1、※2の試験はそれぞれ同様の試験です。

日本セーフ・ファニチュア
協同組合連合会

■	耐火金庫シール

※TS-15認定品

■	耐火金庫シール

■	収容物シール

※耐火金庫（一般紙用）の注意シールです。

■品質管理の実施状況

JIS認証製品とは

第三者機関（登録認証機関）による客観的な審査・評価試験を行い、製品に対す
る性能・品質の信頼向上を目的としたJIS認証取得制度によって、JISマーク表示
の認証を受けた製品です。
耐火試験だけでなく、下記のすべての項目に対して十分な管理体制下で生産さ
れ、認証機関に適合と認められた製品だけがJIS（認証）製品としてマークが付
与されます。
非JIS認証製品は製品テストとしてJISの試験は合格していますが、JIS認証制度
での登録はしていない製品です。

●品質システム

●製品の品質、検査および保管
　　安定性試験
　　扉繰り返し試験
　　耐火試験（標準、衝撃落下）※1

　　耐破壊性試験※2

　　基本品質性能試験（塗膜、メッキ）

●原材料の品質、検査および保管

●工程ごとの管理項目および管理方法

●製造設備または加工設備の管理

●検査設備の管理

●外注管理

●苦情処理

●品質管理責任者の資格

JIS認証製品 非JIS認証製品
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■JIS標準温度曲線

衝撃を加えたり動かしたりすると、警報音を出すもの

TS-15試験合格品
防盗（耐破壊性能）試験合格品

一般紙用 急加熱・衝撃落下
併用性能試験合格品

■マークについて  本カタログで表示している性能を示すマーク

一般紙用 1時間
耐火性能試験合格品

一般紙用 2時間
耐火性能試験合格品

●警報装置付（アラーム付）●JIS耐火性能試験合格品（一般紙用）※1

●耐破壊性能試験合格品（耐火金庫）※2


